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農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

主な内容
　国体冬季大会スキー競技会に出場する市内出身選手を応援しよう！　……　２～３㌻
　起業志民プロジェクト　ここからはじまる、志ある者たちの挑戦　………　４～７㌻

掛け声合わせ  ぺったんこ
（１月８日、市内４学童保育クラブの正月行事体験）



　
2
月
20
日
㈯
か
ら
23
日
㈫
ま
で
希
望
郷
い

わ
て
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
を
会
場
に
し
て
の

開
催
は
、
平
成
17
年
に
旧
安
代
町
で
開
催
さ

れ
た「
岩
手
り
ん
ど
う
国
体
」以
来
11
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
冬
季
大
会
に
出
場
す
る
市
内

出
身
選
手
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。
選
手

た
ち
は
練
習
を
積
み
重
ね
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
競
技
会
場
に
足
を
運

ん
で
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
外
の
選
手
も
応
援
し
、
出
場

選
手
全
員
が「
八
幡
平
市
で
の
国
体
に
出
場

で
き
て
良
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら

最
高
で
す
ね
！

　
詳
し
く
は
、今
号
同
時
配
布
の「
競
技
観
戦

ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　希望郷いわて国体冬季大会スキー競技会　　開幕目前
　  競技に挑む市内出身　選手を応援しよう!

※ＧＳ＝ジャイアントスラローム競技、ＳＪ＝スペシャルジャンプ競技
　ＮＣ＝ノルディックコンバインド競技、ＸＣ＝クロスカントリー競技

ＧＳ 成年女子Ａ
山
や ま ざ き

崎 野
の の か

乃花
（東海大学）

▶大学４年生なので、今
シーズンでスキーは引退と
なりますが、今年こそ岩手
県に貢献できるように、そ
して、皆さんや両親に感謝
の気持ちを込めて、一生懸
命滑ります。

ＧＳ 成年男子Ａ
小
こ ぶ ね

船 勝
か つ み

巳
（荒沢運送）

▶国体出場10年目の節目
に、これまでの経験を地
元岩手国体で生かしたい
です。目標は8位以内入
賞。応援よろしくお願い
します。

ＧＳ 成年男子 C
鈴
す ず き

木 陽
よ う す け

介
（安比高原ＳＣ）

▶小さい頃からなじみの
ある安比高原スキー場で
の開催。楽しみつつ、悔
いの残らないレースをし
たいです！　応援よろし
くお願いします。

ＧＳ 成年女子Ａ
畠
はたけやま

山 睦
む つ み

美
（専修大学）

▶地元国体という貴重な
場で、自分の力を発揮し、
結果に結びつけたいと思
います。感謝の気持ちを
忘れず、入賞、ポイント
獲得を目標に頑張ります。

ＧＳ 少年男子
高
た か は し

橋 雅
ま さ ひ と

人
（盛岡農業高校）

▶地元の国体なので、上
位を目指して精一杯頑張
りたいと思います。応援
よろしくお願いします。

ＳＪ・ＮＣ 少年男子
森
も り

 鷲
し ゅ う た

太
（盛岡中央高校）

▶スペシャルジャンプと
コンバインドの両競技
で、10位以内を目指した
いと思います。

ＳＪ・ＮＣ 少年男子
工
く ど う

藤 颯
そ う や

悠
（盛岡第三高校）

▶自分のベストを出せる
ように、コンディション
を整えて大会に望みたい
です。

ＳＪ・ＮＣ 成年男子Ａ
米
ま い た

田 啓
ひ ろ む

拳
（盛岡大学）

▶応援してくれる皆さん
の期待に応えられるよう
に、入賞目指して頑張り
ます。

ＮＣ 成年男子Ａ
畑
は た な か

中 優
ゆ う す け

祐
（第９特科連隊）

▶地元での国体なので、
気合入っています。普段
通りの力を全力で最大発
揮します。

ＳＪ 成年男子Ａ
小
こ ば や し

林 潤
じ ゅ ん し ろ う

志郎
（雪印メグミルク）

▶頑張ります！　ぜひ会
場に足を運んでもらい、
多くの皆さんにスポーツ
の楽しさを知ってもらい
たいです。

ＮＣ 成年男子Ｂ
ＸＣ成年男子リレー

永
な が い

井 陽
よ う い ち

一
（安代中学校（教））

▶地元のサポートに感謝
して、本番では全力で飛
んで、走りたいです！

ＳＪ・ＮＣ 成年男子Ｂ
ＸＣ 成年男子リレー

永
な が い

井 健
た け ひ ろ

弘
（盛岡市役所）

▶地元での開催なので、
特別な大会だと感じてい
ます。自分のベストな状
態に調整して、優勝目指
して頑張ります！

ＳＪ 成年男子Ｂ
関
せ き

 崇
た か の ぶ

将
（安代土地改良区）

▶チーム一丸となって、
岩手を盛り上げられるよ
うに頑張ります！皆さん
の応援をよろしくお願い
します。

ＮＣ 成年男子Ｂ
畠
はたけやま

山 長
ち ょ う た

太
（八幡平市産業振興㈱）

▶地元国体での入賞目指
して頑張ります。勤め先
の八幡平市産業振興㈱と
しても、国体をバック
アップしていきます！
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　希望郷いわて国体冬季大会スキー競技会　　開幕目前
　  競技に挑む市内出身　選手を応援しよう!

ＳＪ 成年男子Ｂ
神
じ ん

 裕
ゆ う や

也
（第９特科連隊）

▶地元や運営に携わって
いる人たちのサポートが
あってこそ出場できると
思いますので、恩返しを
したいです。

ＸＣ 成年男子Ａ
高
た か は し

橋 涼
りょう

（第９特科連隊）
▶初めての岩手県選手団
としての出場です。地元
の人たちに、自分の成長
した姿を見てもらいたい
です。

ＸＣ 成年男子Ｂ
安
あ ん ぼ

保 拓
た く み

実
（第９特科連隊）

▶高校生以来の国体出場
です。持てる力を出し切
りたいです。応援よろし
くお願いします。

ＸＣ 成年男子Ｂ
八
や は た

幡 和
か ず き

樹
（山金組）

▶国体初出場なので、
チームのために頑張りま
す。期間中は、会社に迷
惑を掛けますが、サポー
トに感謝し、地元のため
にベストを尽くします。

ＸＣ 成年女子Ａ・女子リレー

土
つ ち や

屋 正
ま さ え

恵
（日本大学）

▶今年から成年女子とし
ての出場です。不安はあ
りますが入賞して、地元
の声援に応えたいです。
この機会にスキー人口が
増えるとうれしいです。

ＸＣ 少年女子・女子リレー

山
や ま も と

本 希
き ほ

歩
（盛岡南高校）

▶少年女子として最後の
国体なので、1点でも多
くポイントを稼ぎたいで
す。地元での国体なので、
お世話になった人たちへ
の恩返しをしたいです。

ＸＣ 少年女子・女子リレー

滝
た き さ わ

沢 日
ひ な

菜
（安代中学校）

▶今回初めて国体に出場
します。少年女子の部は、
ほとんど高校生なので、
先輩たちに付いていける
ように頑張りたいです。

ＸＣ 成年女子Ｂ
佐

さ さ き

々木 麻
ま い こ

伊子
（安代スキー協会）

▶５年ぶりの国体出場に
なります。地元に貢献で
きるように頑張りますの
で、応援よろしくお願い
します。

ＸＣ 少年女子
山
や ま も と

本 千
ち さ

紗
（松尾中学校）

▶国体に出場でき、とて
もうれしいです。お世話
になった方々に感謝の気
持ちを持ち、全力で最高
の競技ができるように頑
張ります。
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こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
、
志
あ
る
者
た
ち
の
挑
戦

　
人
口
が
減
少
し
て
大
変
だ
！　
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
何
が
原
因
な

の
で
し
ょ
う
。 

生
計
を
立
て
る
手
段
、
す
な
わ
ち
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
人
は
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

な
ぜ
市
の
人
口
が
減
少
し
、
少
子
化
・
高
齢
化

が
進
む
の
か
。
仕
事
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
の
原
因
を
解
き
明
か
し
、
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
市
の
新
し
い
取
り
組
み
、
起
業
志

民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

◆
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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市
の
人
口
は
、
昭
和
35
年
の
５

万
３
８
０
５
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
し
続
け
て
お
り
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

将
来
人
口
推
計
で
は
、
24
年
後
の

平
成
52
年
に
１
万
６
４
６
５
人
に

ま
で
落
ち
込
む
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
盛
期
の
実
に
３
分
の
１
以

下
と
な
る
予
測
で
す
。

　
こ
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い

る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
少
子
化

で
す
。
そ
し
て
少
子
化
を
招
い
て

い
る
最
大
の
原
因
は
、
市
内
で
出

生
し
た
人
の
う
ち
、
大
学
卒
業
の

22
歳
ご
ろ
ま
で
に
約
３
分
の
１
以

上
が
市
外
に
転
出
し
て
い
る
こ
と

が
最
大
の
要
因
で
す
。

　
高
校
卒
業
時
点
で
卒
業
者
の
１

割
、
そ
の
後
の
大
学
卒
業
時
点
で

さ
ら
に
２
割
以
上
が
転
出
し
ま

す
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
就
職
に
起

因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

若
い
人
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
必
然
的
に
出
生
数
の
減
少

に
直
結
し
ま
す
。
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
に
は
、
こ
の
若
年
層
の

流
出
対
策
が
中
核
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
若
者
は
市
外

に
流
出
す
る
の
で
し
ょ
う
。
最
大

の
理
由
は
、
流
出
者
と
市
内
の
雇

用
情
勢
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
市
内
に
お
け
る
雇
用
者
が
多
い

の
は
、
小
売
・
製
造
・
建
設
の
３

業
種
で
す
。
一
方
、
岩
手
大
学
の

卒
業
後
の
進
路
を
見
る
と
、
民
間

で
は
小
売
、
次
い
で
情
報
通
信
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
小
売
業

は
、
人
口
を
基
盤
と
し
て
商
圏
が

形
成
さ
れ
ま
す
が
、
情
報
通
信
は

成
長
産
業
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
さ
え

あ
れ
ば
、
場
所
を
選
ば
ず
に
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特

性
が
あ
る
産
業
で
す
。

　
そ
こ
で
市
は
27
年
４
月
、
若
年

層
の
雇
用
確
保
お
よ
び
幅
広
い
産

業
の
創
造
に
向
け
、
情
報
通
信
を

中
心
と
し
た
起
業
を
志
す
人
を
支

援
す
る
、
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

出
生
者
の
約
３
分
の
１
が

市
外
へ
転
出
す
る
と
い
う
事
実

着
実
に
進
む
少
子
化

減
り
続
け
る
若
年
層

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
と

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

●市の人口構成の推移と将来予測

●年齢ごとの人口推移状況

（14歳以下） （15歳～64歳） （65歳以上）
34,926

26,487
24,402

20,251

16,465

（人）
（昭和55年）

（平成27年）
（平成32年）

（平成42年）
（平成52年）

（人）

05



　
情
報
通
信
業
は
、
近
年
最
も
成

長
し
て
い
る
産
業
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
必
要
な
技
術
者

の
数
が
20
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
増

え
て
お
ら
ず
、
需
要
に
供
給
が
追

い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
首
都
圏
内
で
の
求
人
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
状
況

が
続
き
、
情
報
通
信
業
に
就
き
た

い
若
者
が
市
か
ら
流
出
す
る
一
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
環
境
と
技
術

力
の
あ
る
人
材
さ
え
い
れ
ば
場
所

を
選
ば
ず
に
仕
事
が
で
き
る
の

が
、情
報
通
信
業
の
特
徴
で
す
。全

て
の
交
換
局
で
超
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
る
本
市
は
、
非
常
に
有
利
な
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

　
会
社
組
織
と
い
う
と
、
東
京
で

ば
か
り
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
地
方
発
祥
で
成
功
し
た
企
業

の
実
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

本
気
で「
事
を
成
そ
う
と
い
う
志
」

を
持
つ
人
材
を
集
め
、
育
て
、
雇

用
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
で
す
。

　
志
あ
る
者
の
集
う
場
と
な
る
こ

と
で
、
起
業
件
数
を
増
や
し
、
雇

用
、
引
い
て
は
定
住
者
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
起
業

を
志
す
仲
間
を
集
め
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。

　
11
月
28
・
29
の
両
日
、
東
京
都

の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
開
催
さ
れ
た

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
E
X
P
O

「
ま
ち
て
ん
2
０
1
５
」に
出
展
。

マ
ス
コ
ミ
や
政
府
関
係
者
な
ど
に

広
く
周
知
し
た
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や
S
N
S
で

も
、
日
々
情
報
を
発
信
し
続
け
て

い
ま
す
。

志
あ
る
仲
間
た
ち
へ
、

情
報
を
届
け
る
た
め
の
活
動
を

希
望
の
職
が
な
い
？

な
ら
つ
く
れ
ば
良
い

そ
の
志
を
共
有
す
る

仲
間
た
ち
よ
、
集
え結の広場でプロジェクトの活動告知

３千人以上が来場した「まちてん 2015」

「まちてん 2015」でプロジェクトをＰＲ

起業志民プロジェクトを周知するパンフレットとステッカー

公式サイトで日々情報を発信
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起
業
に
は
、
武
器
が
必
要
で

す
。
特
に
も
情
報
通
信
業
に
お
い

て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技
術

が
何
よ
り
重
要
で
す
。
起
業
志
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
技
術
を

本
気
で
学
び
た
い
人
に
無
償
で
学

習
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

　
週
末
や
休
日
を
利
用
し
て
、
集

中
的
に
技
術
を
学
び
、
未
経
験
者

で
あ
っ
て
も
４
週
間
で
一
人
前
の

技
術
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
い
う

取
り
組
み
で
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動

作
す
る
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
自
作

す
る
も
の
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
ス
パ
ル
タ

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
ほ
か
、
遠
く
は
首
都
圏

な
ど
か
ら
延
べ
22
人
が
参
加
。
う

ち
３
人
が
技
術
者
と
し
て
転
職
な

ど
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
27
日
か
ら
３
月
27
日
に

か
け
て
は
、
連
続
し
て
３
シ
リ
ー

ズ
の
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
核
技

術
で
最
も
需
要
の
高
い
と
さ
れ
る

言
語
の
H
T
M
L
、
P
H
P
に

加
え
て
、
ゲ
ー
ム
開
発
の
分
野
で

注
目
さ
れ
て
い
る
Uユ

ニ

テ

ィ

n
i
t
y
が

テ
ー
マ
で
す
。
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
、
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

企
業
の
地
方
進
出
も
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

東
京
都
で
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
運
用
な
ど
を
行
っ
て
い
る
株

式
会
社
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ル
が
、
市
内

に
子
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
来

年
度
に
向
け
て
、
さ
ら
に
活
動
を

加
速
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
地
域
振
興

課（
☎
・
内
線
1
2
５
７
）ま
で
。

県
内
外
か
ら
、

本
気
の
学
び
場
を
求
め
て
集
う

志
あ
る
者
た
ち

起
業
家
を
育
成
す
る

ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ

育
成
だ
け
じ
ゃ
な
い

地
方
進
出
の
支
援
も

市に進出するノーウォールの柏木社長（右）と田村市長

真剣な表情で課題に取り組むスパルタキャンプ参加者の皆さん

参加者同士でも互いに教え合うなど、
スパルタキャンプは学びを深める場に
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平
成
28
年
１
月
か
ら

 
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
1
月
か
ら
、
希
望
者
の
交
付
申
請
に
基

づ
き
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
交
付
を
開

始
し
ま
し
た
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
27

年
10
月
か
ら
全
世
帯
に
届
け
ら
れ
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」（
紙
製
）

に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
請
書
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」と
は
、
本
人
の
顔

写
真
付
き
で
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
で
す
。
先
に

届
い
て
い
る「
通
知
カ
ー
ド
」は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
確
認
の
た
め
だ
け
に
利
用
さ
れ

ま
す
が
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」は
、
顔
写

真
が
付
い
て
い
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
と
本
人
確
認
が
1
枚
で
済
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
29
年
1
月
か
ら
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
※
）へ
の
ロ

グ
イ
ン
を
は
じ
め
、
各
種
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
利
用
で
き
ま
す
。
交

付
手
数
料
は
、
初
回
交
付
が
無
料
で
、
紛

失
な
ど
に
よ
る
再
交
付
は
有
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」に
は
、
有
効
期
限

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
発
行
日
の
年
齢
に

よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
有
効
期
限
が
異
な

り
ま
す
。

▼
発
行
日
で
20
歳
以
上
の
人
＝
発
行
日
か

ら
そ
の
後
10
回
目
の
誕
生
日
ま
で

▼
発
行
日
で
20
歳
未
満
の
人
＝
発
行
日
か

ら
そ
の
後
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

　
な
お
、電
子
申
請
な
ど
に
必
要
な「
署
名

用
電
子
証
明
書
」「
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
」の
有
効
期
限
は
、発
行
日
か
ら
５
回

目
の
誕
生
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■個人番号カード（見本）

表面

裏面

※マイナポータル
　マイナポータルとは、行政機関がマイナンバー（個人
番号）の情報をいつ、どことやりとりしたのか確認でき
るほか、行政機関が保有する自分に関する情報や行政
機関からのお知らせなどを自宅のパソコンなどから確
認できるものとして整備中のシステムです。
　マイナポータルでは、なりすましによって特定個人
情報が搾取されないよう「個人番号カード」のＩＣチッ
プによって個人認証をする予定になっています。 マイナちゃん
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■　

カ
ー
ド
交
付
ま
で
の
流
れ

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」交
付
ま
で
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶「
通
知
カ
ー
ド
」の
下
部
に
あ
る「
個
人

番
号
カ
ー
ド
受
付
申
請
書
兼
電
子
証

明
書
発
行
申
請
書
」（
図
1
）に
必
要
事

項
を
記
入
。
顔
写
真
を
貼
り
付
け
て
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

に
郵
送（
返
送
）し
て
く
だ
さ
い
。

❷
後
日
、
交
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
交
付
通
知
書（
図
2
）が
、
申
請
者
の

自
宅
に
届
き
ま
す
。

❸
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
、
次
の
書
類
な
ど
を
用
意
し
、
交
付

場
所
に
本
人
が
受
け
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
交
付
通
知
書（
あ
ら
か
じ
め「
回
答
書
」

欄
へ
記
入
・
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
通
知
カ
ー
ド

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る

図1　個人番号カード受付申請書兼電子証明書発行申請書

通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書

図2　交付通知書

人
の
み
）

▼
本
人
確
認
書
類（
次
に
示
す
書
類
Ａ
か

ら
1
点
、
ま
た
は
Ａ
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
Ｂ
か
ら
2
点
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

Ａ
＝
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
顔
写
真
付

き
に
限
る
）、運
転
免
許
証
、運
転
経
歴

証
明
書（
交
付
年
月
日
が
平
成
24
年
４

月
1
日
以
降
の
も
の
）、旅
券
、身
体
障

害
者
手
帳（
写
真
付
き
に
限
る
）、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
写
真
付
き
に

限
る
）、
療
育
手
帳（
写
真
付
き
に
限

る
）、在
留
カ
ー
ド
、特
別
永
住
者
証
明

書
、
一
時
疵
護
許
可
書
、
仮
滞
在
許
可

書
な
ど

Ｂ
＝
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社
員

証
、
学
生
証
、
学
校
名
が
記
載
さ
れ
た

各
種
書
類
、
預
金
通
帳
、
医
療
受
給
者

証
な
ど

■
受
付
時
間　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

■
交
付
場
所　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
場
所（
市
役
所
市
民
課
、西
根
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
安
代
総
合
支
所
地
域
振
興

課
の
い
ず
れ
か
）

※
毎
週
水
曜
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
実
施

し
て
い
る
窓
口
延
長
時
間
中
の
交
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
10
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
）

■
本
人
に
よ
る
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

が
難
し
い
場
合

　
本
人
が
、病
気
や
身
体
の
障
が
い
、そ
の

他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
交
付
場

所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
限
り
、

代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委
任
で

き
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、必
要
書
類
に
加
え
て
、代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
と
代
理
権
者
の
確
認

書
類（
委
任
状
な
ど
）、
本
人
が
交
付
場
所

に
来
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類（
診
断
書
、
本
人
の
障
害
者
手

帳
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
書
類
な
ど
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（表） （裏）
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（
９
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

❹
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
際
は
、

本
人
が
暗
証
番
号
を
登
録
の
上
、
交
付
し

ま
す
。
暗
証
番
号
は
▽
署
名
用
電
子
証
明

書
▽
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
▽
住
民

基
本
台
帳
▽
券
面
事
項
入
力
補
助
用
―
の

４
つ
に
設
定
が
必
要
で
す
。
暗
証
番
号
は

次
の
と
お
り
設
定
で
き
ま
す
。

▼
署
名
用
電
子
証
明
書
＝
大
文
字
の
英
字

Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
、
数
字
は
０
か
ら
９
ま
で

が
利
用
で
き
、
い
ず
れ
も
ひ
と
つ
以
上
を

使
用
し
た
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下

▼
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
・
住
民
基

本
台
帳
・
券
面
事
項
入
力
補
助
用
＝
数
字

４
桁（
同
じ
暗
証
番
号
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

※
暗
証
番
号
は
、
事
前
に
検
討
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■　

カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の
開
始
当
初

は
、
多
く
の
申
請
が
見
込
ま
れ
、
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
に
は
一

定
の
時
間
を
要
し
、
交
付
に
必
要
な
端
末

の
台
数
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
上
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
来
庁
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
で
作
成
さ
れ
た「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

が
市
に
到
着
し
て
か
ら
、
交
付
通
知
書
を

発
送
す
る
ま
で
の
準
備
に
は
、
日
数
を
要

し
ま
す
。
順
次
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
交
付
通
知
書
が
届
く
ま
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
し
て
詳

し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
☎
・
内
線
1
０
６
1
）ま
で
。

個人番号カード交付限定
休日臨時開庁を行います

　市は、個人番号カード交付手続きに限定した休日臨時開庁を行いま
す。平日に来庁することが難しい人は、ぜひご活用ください。
■日時　２月28日㈰午前９時から午後４時まで
■場所　市役所市民課、西根・安代総合支所地域振興課
※個人番号カード交付以外の業務は対応できませんので、ご了承くだ
さい。

※３月下旬にも休日臨時開庁を実施する予定です。

マイナンバー制度に便乗した

詐欺にご注意ください
　マイナンバー制度に便乗した詐欺が
全国で発生しています。被害に遭わな
いためにも、不審と感じたら相談する
ようにしましょう。
■被害に遭いそうになった事例
⃝制度の手続きに便乗してお金を要求
　「マイナンバーカードの登録手数料
にお金が必要」などと言われ、お金を要
求された。
⃝情報流出があったとしてお金を要求
　「あなたのマイナンバーが流出して
いる。登録を抹消するには第三者から
名義を貸してもらう必要がある」など
と電話があり、さらに別の人から「名義
貸しは犯罪になる」などと言われ、解決
のためにお金を要求された。

　マイナンバーの通知や利用手続きなどで、国や
自治体の職員が口座番号や資産、年金・保険の状
況などを聞くことはありません。万が一金銭を要
求されても、決して支払わないでください。怪し
いと思ったら、下記相談窓口にご相談ください。
■相談窓口　消費者ホットライン（☎188）、最寄り
の警察または警察相談専用電話（☎♯9110）
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ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

■
受
賞
フ
ァ
イ
ル（
敬
称
略
）

◎
第
55
回
商
工
会
全
国
大
会

◆
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
▼
優
良

青
年
部　
市
商
工
会
青
年
部

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▼
役
員
功
労
者　
遠
藤
忠
志
▼
優

良
常
勤
職
員　
滝
沢
勝
美
、
佐
々

木
悟

◎
商
工
会
法
施
行
55
周
年
記
念
式

典
・
商
工
会
県
大
会

◆
東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰
▼
役

員
功
労
者　
髙
橋
富
一

◆
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
▼

商
工
会
青
年
部
役
員
功
労
者　
三

浦
秀
樹
▼
優
良
職
員　
髙
村
敏
江

◎
平
成
27
年
度
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▼
勤
続
年
数
30
年
以
上　
伊
藤
イ

ツ
、
高
橋
春
美
、
栗
村
秀
好
、
小

林
昭
吉
、
中
軽
米
一
則
、
中
村
一

哉（
平
舘
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
小
船
宏

司（
荒
沢
運
送
）、高
橋
千
賀
子（
お

お
み
や
呉
服
店
）、
工
藤
彰
浩（
斉

藤
工
業
）

◆
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
▼

勤
続
年
数
20
年
以
上　
小
沢
等
、

宮
澤
正
雄（
遠
忠
）、伊
藤
浩
二（
八

幡
平
市
産
業
振
興
）

◆
市
商
工
会
会
長
表
彰
▼
勤
続
年

数
15
年
以
上　
竹
田
忠
昭
、
及
川

小
雪
、高
橋
洋
子（
平
舘
ク
リ
ニ
ッ

ク
）、
高
橋
栄
子
、
工
藤
千
鶴
子

（
八
幡
平
市
産
業
振
興
）、
高
橋
菊

巳（
荒
沢
運
送
）、遠
藤
輝
美（
ア
ス

テ
ラ
ス
フ
ァ
ー
マ
テ
ッ
ク
西
根
工

場
）、
佐
々
木
伸（
斉
藤
工
業
）
▼

勤
続
年
数
10
年
以
上　

大
森
涼

太
、
丸
山
斉
春
、
滝
口
義
勝
、
伊

藤
明（
遠
忠
）、
松
村
美
幸
、
工
藤

さ
ゆ
り
、高
橋
麻
美（
エ
ッ
グ
デ
リ

カ
）、
荒
木
田
優
也
、
中
里
福
次

郎
、
岡
田
茂
夫
、
岩
崎
敏
幸
、
小

原
國
夫（
高
橋
板
金
）、
高
橋
リ
ツ

子
、喚
田
ミ
ヨ
、遠
藤
キ
ミ
エ（
タ

カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
い
こ
い

の
村
岩
手
）、
金
澤
平（
八
幡
平
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）、
遠
藤
勝（
斉
藤

工
業
）、
小
山
田
冨
士
子（
麹
屋
も

と
み
や
）
▼
勤
続
年
数
５
年
以
上　

山
本
俊
英
、
長
内
譲
、
角
掛
貢
、

角
掛
正
蔵
、
妙
村
靖
智
、
伊
藤
清

広（
高
橋
板
金
）、柴
崎
裕
司（
八
幡

平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

　27年度明るい選挙啓発ポスターコンクール（県審査）
西根中学校と平舘高校生徒が入賞

　
27
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル（
県
審
査
）の
表
彰
式
が
1
月
６
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
の
小
・
中
学

校
や
高
校
な
ど
1
０
６
団
体
か
ら
1
４
０
９

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
市
内
か
ら
は
、
西
根
中

学
校
の
竹
田
璃
子
さ
ん（
３
年
）と
平
舘
高
校

の
髙
橋
雅
矢
君（
2
年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
。

表
彰
式
終
了
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
岡
田
久

副
市
長
ら
に
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

岡田久副市長（中央）に入賞報告する
竹田璃子さん（右）と髙橋雅矢君

本
市
の
地
方
創
生
推
進
に
向
け

岩
手
銀
行
と
連
携
協
定
を
締
結

竹
田
璃
子
さ
ん
の
作
品

髙
橋
雅
矢
君
の
作
品

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、田
口
頭
取
は

「
情
報
交
換
を
密
に
し
、成
果
を
出
し
て
い

き
た
い
」と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
市
が
策
定
し
た「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
17
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
▽
市
の
農み

の
り

と
輝ひ

か
り

の
ブ
ラ

ン
ド
強
化
▽
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
▽
観
光
客
も
て
な
し
体
制

強
化
▽
生
涯
活
躍
の
ま
ち（
日
本
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
）構
想
▽
若
者
等
の
定
住
促
進
▽
出

会
い
・
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
▽
地
域
拠
点

（
小
さ
な
拠
点
）等
活
性
化
▽
自
然
の
恵
み

と
共
生
す
る
資
源
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
―

の
８
分
野
で
、
相
互
に
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
銀
行（
田
口
幸
雄
頭
取
）と
本
市
は

1
月
21
日
、
市
の
地
方
創
生
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
同
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

田
口
頭
取
と
田
村
正
彦
市
長
が
協
定
書
に

調
印
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
田
村
市

長
は「
連
携
を
深
め
、地
方
創
生
を
進
め
て

田村正彦市長（左）と田口
幸雄岩手銀行頭取が握手
を交わしました
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各課からのHOT LINE

◎前納を利用すれば保険料が割り引かれます
　国民年金保険料の納付方法のひとつに「前納」が
あります。
　前納は、保険料をまとめて前払いする方法で、
毎月納付する方法より割引になります。また、口
座振替で前納するほうが、納付書での前納に比べ
て大きな割引を受けられます。
　なお、前納の期間には、６カ月分と１年分、２
年分（口座振替のみ）の３種類があり、長期間分の
前納になるほど、割引額が多くなります。
◎28年度口座振替前納の申込期限は２月29日㈪
　口座振替による前納は、以下のものを準備し、
２月29日㈪までに、盛岡年金事務所または金融機
関窓口へ申し込みください。
■必要なもの　▶国民年金保険料口座振替納付

（変更）申出書兼国民年金保険料口座振替依頼書▶
基礎年金番号が分かるもの（年金手帳や納付書な
ど）▶預金通帳▶金融機関届け出印
　すでに口座振替前納を利用している人は、手続
きが不要です。ただし、前納期間の変更を希望す
る場合は、手続きが必要です。
　納付書による前納は、４月に届く納付書で、４
月末までに納付してください。
◎保険料納付が難しい場合はご相談ください
　収入の減少や失業により、保険料の納付が難し
い場合、手続きすることで、収入に応じた免除を
受けられることがあります。未納のままにせず、
ご相談ください。
　詳しくは、盛岡年金事務所（☎019-623-6211）ま
たは上記担当係まで。

国民年金保険料の納付は
便利な口座振替にしよう ●詳しくは

　市民課国保年金係（☎・内線1071）

　税制改正に伴い、軽自動車税が下表のとおりに
なります。
■平成28年度分軽自動車税の税率（単位：円／年額）

　原動機付自転車、二輪車および小型特殊自動車
に係る税率は、28年度分から適用されます。また、
三輪および四輪以上の軽自動車に係る税率は、27
年４月１日以降に新規取得した新車から適用され
ます。
　なお、最初の新規検査から13年を経過した三輪
および四輪以上の軽自動車については、平成28年
度分から重課税率が適用されます。

◎グリーン化特例（軽課）の実施について
　27年４月１日から28年３月31日までに最初の新
規検査を受けた三輪および四輪の軽自動車で、排
出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小
さいものは、28年度分の軽自動車税に限り、グリー
ン化特例（軽課）を適用します。
■対象車と軽課割合

※　全対象車とも平成17年排出ガス基準75%低減
達成（★★★★）していることが条件。達成状況
は、自動車検査証の備考欄をご覧ください。

■軽課を適用した場合の税率

軽自動車税の税率を改正
環境に優しい車には特例 ●詳しくは

　税務課市民税係（☎・内線1127）

車　種 改正前 改正後 重課税率

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000 2,000 ―
50㏄超90㏄以下 1,200 2,000 ―
90㏄超125㏄以下 1,600 2,400 ―
ミニカー 2,500 3,700 ―

軽自動車

二輪 2,400 3,600 ―
三輪 3,100 3,900 4,600
四
輪
以
上

乗用 自家用 7,200 10,800 12,900
営業用 5,500 6,900 8,200

貨物用 自家用 4,000 5,000 6,000
営業用 3,000 3,800 4,500

小型二輪自動車 4,000 6,000 ―
小型特殊
自動車

農耕用 1,600 2,000 ―
その他 4,700 5,900 ―

専ら雪上を走行するもの 2,400 3,600 ―

軽乗用車 軽貨物車
対象車 軽減割合 対象車 軽減割合

電気自動車など 約75％ 電気自動車など 約75％
平成32年度燃費基
準+20％達成車 約50％ 平成27年度燃費基

準+35％達成車 約50％

平成32年度燃費
基準達成車 約25％ 平成27年度燃費基

準+15％達成車 約25％

区分 標準税率 75％
軽減

50％
軽減

25％
軽減

三輪 3,900 1,000 2,000 3,000
四
輪
以
上

乗用 自家用 10,800 2,700 5,400 8,100
営業用 6,900 1,800 3,500 5,200

貨物用 自家用 5,000 1,300 2,500 3,800
営業用 3,800 1,000 1,900 2,900
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農
地
に
関
す
る
意
向
調
査

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　市内の各学童保育クラブで
は、仕事などのため、保護者
が昼間家庭にいない小学生を
対象に、28年度学童保育クラ
ブの入会申し込みを受け付け
ます。
■対象児童　小学１～６年生
■申込書の配布・受付場所　
❶は、杉の子保育園または杉
の子ホーム、❷から⓮までは、
各学童保育クラブ
■申込期限　３月４日㈮まで
（ただし、❶杉の子ホームは随
時受け付け）
■提出書類など　入会申込
書、就労証明書または申立書、
スポーツ安全保険加入金（１
人当たり900円）
　詳しくは、申し込みを希望
する学童保育クラブの問い合
わせ先まで。

■各学童保育クラブの連絡先など　※ＮＰＯ法人＝特定非営利活動法人

学童保育クラブ名 連絡先
電話番号 問い合わせ先

❶ 杉の子ホーム 杉の子保育園（☎76-3345）
❷ 大更学童保育クラブ 70-1771

ＮＰＯ法人
あそぼっこ
（☎68-7677）

❸ 大更第二学童保育クラブ 70-1771
❹ 渋川学童保育クラブ 70-1866
❺ 田頭学童保育クラブ 76-2771
❻ 東大更学童保育クラブ 090-7561-8890

ＮＰＯ法人
七時雨いきいき
ネットワーク
（☎77-2750）

❼ 平笠学童保育クラブ 090-7527-8706
❽ 平舘学童保育クラブ 080-5567-4011
❾ 寺田学童保育クラブ 77-1133
❿ あしろ学童保育クラブ 72-2644
⓫ 田山学童保育クラブ 080-5575-0383
⓬ 松野学童保育クラブ 74-4071
⓭ 寄木学童保育クラブ 76-2171 市社会福祉協議会

（☎74-4400）⓮ 柏台学童保育クラブ 78-3153

　学童保育クラブ
　平成28年度入会申し込みを受け付けています

　
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進

し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
農
地
に
関
す
る
意
向
調
査
」を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
地

の
経
営
面
積
が
10
㌃
以
上
の
農
家

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
配
布
方
法

　
2
月
上
旬（
予
定
）に
郵
送
で
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
。

■
提
出
方
法

　
2
月
下
旬（
予
定
）ま
で
に
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る

か
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局（
本

庁
）ま
た
は
、西
根
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
安
代
総
合
支
所
土
木
林

業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
に
は
、
平
成
28
年
1
月

1
日
現
在
の
経
営
農
地
の
状
況

（
農
業
委
員
会
の
農
地
台
帳
の
自

作
地
、借
受
地
、貸
付
地
な
ど
）が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
票
の

記
入
に
つ
い
て
の
確
認
内
容
や
記

入
方
法
は
、
説
明
書
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、

記
入
願
い
ま
す
。

■
注
意
事
項

　
貸
し
付
け
・
売
却
意
向
や
記
載

内
容
に
修
正
が
な
い
場
合
で
も
、

押
印
の
上
、
提
出
願
い
ま
す
。
ま

た
、
農
地
の
貸
し
付
け
や
売
却
を

希
望
す
る
場
合
は
、
今
回
の
意
向

調
査
票
の
提
出
と
は
別
に
、
申
請

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
事

務
局（
☎
・
内
線
1
３
５
1
、1
３

５
2
）ま
で
。

　
農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
基
本

台
帳
の
整
備
と
公
表
が
法
律
で
定
め
ら
れ
、
昨
年
度
か
ら「
農
地
に

関
す
る
意
向
調
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
同
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
農
地
に
関
す
る
意
向

と
農
地
情
報
の
内
容
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　平成28年度スポーツ安全保険の加入受け付け
が、３月から始まります。
■加入できる団体　スポーツ・文化・ボランティ
ア・地域活動を行う４人以上の社会教育関係団体
■受付期間　３月１日㈫から平成29年３月30日

表　28年度スポーツ安全保険の加入区分、掛け金、補償額

スポーツ安全保険に加入しよう

　
平
成
27
年
度
歯
科
保
健
表
彰
式

が
1
月
14
日
、
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
関
係
者
ら
約
50
人
が

出
席
。８
０
2
０
運
動
達
成
者（
80

歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
人
）と
３
歳
児
虫
歯
の
な
い

親
と
子
、
歯
や
口
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
に
、
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
、
国
保
安
代
診
療
所

の
田
中
稔
夫
歯
科
医
が「
む
し
歯

が
で
き
る
わ
け
」と
題
し
て
講
演
。

虫
歯
に
な
る
仕
組
み
な
ど
を
紹
介

し
、
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

◎
８
０
２
０
運
動
達
成
者

佐
々
木
重
雄（
駅
前
二
区
）、
柴
田

初
雄（
下
町
二
区
）、髙
橋
千
代（
松

川
）、日
戸
ト
シ
子（
渋
川
）、松
村

キ
ミ
エ（
両
沼
）、池
村
朝
吉（
五
百

森
）、竹
田
ナ
ツ（
町
組
）、髙
橋
勝

江（
上
平
笠
）、
齋
藤
隆（
共
新
）、

田
村
サ
ノ（
山
崎
）、戸
張
昇（
安
比

高
原
）、工
藤
保
雄（
田
中
）、髙
橋

倉
雄（
中
沢
）、高
橋
良
二（
柏
台
2

丁
目
）、
藤
原
ト
キ
エ（
柏
台
３
丁

目
）、晴
澤
権
次
郎（
寺
志
田
）、五

日
市
貞
悦（
向
久
保
1
）

◎
３
歳
児
虫
歯
の
な
い
親
と
子

工
藤
友
紀
・
綾
人（
南
平
笠
）、
杣

平
成
27
年
度 

歯
科
保
健
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

澤
和
明
・
月る

か楓（
松
川
）、
田
村
沙

和
子
・
桃と

う
ご悟（

寺
田
新
田
）、
下
川

原
康
平
・
楓ふ

う
が凱（

帷
子
）、
安
保

恵
・
海か

い
せ
い星（

柏
台
３
丁
目
）、
立
花

絵
里
奈
・
萌も

ね音（
星
沢
）、
三
田
村

瞳
・
彩あ

や
か花（

町
組
）

◎
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
図

画・ポ
ス
タ
ー・標
語
コ
ン
ク
ー
ル

■
県
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画
の

部　
武
田
千
尋（
大
更
小
2
年
）、

松
浦
か
り
ん（
平
舘
小
2
年
）▼
標

語
の
部　
『
朝
・
昼
・
晩　

し
っ

か
り
歯
み
が
き　
む
し
歯
予
防
』

八
幡
珠じ

ゅ
あ
ん晏（

田
山
小
６
年
）

■
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰

▼
図
画
の
部　
嶺
岸
あ
お（
田
頭

小
1
年
）、
佐
藤
茶ち

ゃ
め芽（

平
笠
小
３

年
）、
工
藤
瑠
華（
平
舘
小
1
年
）、

髙
橋
楓ふ

う（
大
更
小
2
年
）、
伊
藤
練

（
寺
田
小
1
年
）、佐
々
木
春さ

く
ら鈴（

寄

木
小
1
年
）、
葛
侑ゆ

き
あ聖（

松
野
小
1

年
）▼
標
語
の
部　
『
い
い
気
持
ち　

み
が
い
て
た
も
と
う　
き
れ
い
な

歯
』
畠
山
来く

る
み望（

寄
木
小
６
年
）、

『
歯
み
が
き
で　

体
の
健
康　

た

も
っ
て
る
』遠
藤
豊
明（
寺
田
小
６

年
）

表彰式に出席した受賞者と関係者の皆さん

対
象
者

対象となる団体活動とその他条件 加入
区分

１人当たり
掛 け 金

（ 年 額）

保険金額　 ※入院、退院は１日当たりの金額 突 然 死
葬祭費用
保険支払
限 度 額

傷　害　保　険
賠償責任保険支払限度額（免責金額なし）

死亡 後遺障害
（最高） 入院 通院

中
学
生
以
下

スポーツ・文化・ボランティア・地域活動 Ａ１ 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 対人・対物賠償合算１事故５億円
ただし、対人賠償は１人１億円

180万円
上記活動に加え個人活動も対象
上段：団体活動中およびその往復中の事故
下段：個人活動など

ＡＷ 1,450円
2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 対人・対物賠償合算１事故５億500万円

ただし、対人賠償は１人１億円
100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償合算１事故500万円 対象外

高
校
生
以
上

文化、ボランティア、地域活動、団体員の送迎、
応援、準備、片付け Ａ２ 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償合算１事故５億円
ただし、対人賠償は１人１億円 180万円

スポーツ活動
スポーツ活動の指導・審判

65歳以上 B 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円
64歳以下 C 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

全
年
齢

危険度の高いスポーツ活動（山岳登はんなど） Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

㈭まで
■保険期間　４月１日㈮午前０時から平成29年
３月31日㈮午後12時まで　※４月１日以降に申
し込んだ場合、手続き日の翌日午前０時から補償
　対象や年間掛け金などは、下表のとおりで、加
入依頼書は、市体育協会に備え付けてあります。
　詳しくは、市体育協会（☎70-1600）まで。
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市
内
２
団
体
か
ら
多
く
の
支
援

各
種
ス
キ
ー
大
会
と
国
体
に
活
用
を　

　
市
内
2
団
体
か
ら
市
へ
、

ス
キ
ー
大
会
や
国
体
運
営
に

活
用
す
る
た
め
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
1
月
７
日
は
、
市
建
設
協

同
組
合
の
遠
藤
忠
志
理
事
長

ら
４
人
が
市
役
所
を
訪
問
。

「
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種

ス
キ
ー
大
会
の
競
技
運
営
に

活
用
し
て
ほ
し
い
」と
、20
万

円
の
目
録
を
田
村
正
彦
市
長

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
1
月
15
日
に
は
、
市
企
業

懇
談
会
の
田
村
昌
則
会
長
と

千
田
康
洋
副
会
長
が
市
役
所

に
来
庁
。「
希
望
郷
い
わ
て
国

体
の
運
営
の
一
助
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
」と
、20
万
円

の
目
録
を
田
村
市
長
へ
贈
り

ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
27
年
度
開
催

の
各
種
ス
キ
ー
大
会
お
よ
び

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」の
運

営
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

目録を受ける（左から）田村正彦市長と市建設協同
組合の遠藤忠志理事長、藤根俊一副理事長、山本
昭人副理事長、吉田進副理事長

田村市長に目録を手渡す市企業懇談会の
田村昌則会長（中央）と千田康洋副会長

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
全
日
本
選
手

権
複
合（
12
月
26
日
・
北
海
道
名
寄
市
）

▽
成
績　
❸
永
井
秀
昭（
岐
阜
日
野
自

動
車
、
田
山
中
卒
）

◎
第
33
回
全
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

音
威
子
府
大
会（
12
月
26
・
27
日
、北
海

道
・
音
威
子
府
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
）

◇
女
子
▽
高
校
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル　
❿

山
本
希
歩（
盛
岡
南
高
、
安
代
中
卒
）▽

高
校
５
㌔
フ
リ
ー　
❷
山
本
希
歩

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
杯
全
日
本
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
１
月

９
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
宮
の
森
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
）

▽
成
年　
❼
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ

ミ
ル
ク
、
松
尾
中
卒
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｔ
Ｖ
ｈ
杯

ジ
ャ
ン
プ
大
会（
１
月
10
日
、北
海
道
・

札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

▽
成
年　
❺
小
林
潤
志
郎
❻
小
林
陵
侑

（
土
屋
ホ
ー
ム
、
松
尾
中
卒
）

◎
第
65
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１

月
10
～
13
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
な

ど
）

◆
男
子
▼
複
合　
❷
小
林
龍
尚（
松
尾

中
）▼
距
離
▽
４
×
３
㌔
リ
レ
ー　
❸

松
尾
中（
佐
々
木
優
作
、
前
川
祥
太
、

佐
々
木
大
雅
、
高
橋
求
夢
）

◆
女
子
▼
距
離
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
３
㌔　

❶
滝
沢
日
菜（
安
代
中
）❷
山
本
千
紗

（
松
尾
中
）▽
フ
リ
ー
３
㌔　
❶
滝
沢
日

菜
❸
森
冬
姫
子（
松
尾
中
）▽
３
×
３
㌔

リ
レ
ー　
❷
松
尾
中（
山
本
千
紗
、森
冬

姫
子
、
高
橋
玲
美
）

◆
共
通
▼
ジ
ャ
ン
プ　
❸
小
林
龍
尚

◎
第
65
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
１
月
10
～
13
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場

な
ど
）

◆
男
子
▼
回
転　
❶
高
橋
雅
人（
盛
岡

農
業
高
、
西
根
中
卒
）❸
澤
村
祐
之
介

（
平
舘
高
）▼
大
回
転　
❶
高
橋
雅
人
▼

ジ
ャ
ン
プ　
❸
森
鷲
太（
盛
岡
中
央
高
、

松
尾
中
卒
）▼
複
合　
❸
工
藤
颯
悠（
盛

岡
第
三
高
、
安
代
中
卒
）

◆
女
子
▼
回
転　
❷
和
野
ひ
な
た（
平

舘
高
）❸
佐
藤
実
紅（
平
舘
高
）▼
距
離

▽
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔　
❶
山
本
希
歩
▽

フ
リ
ー
５
㌔　
❶
山
本
希
歩
▼
３
×
３

㌔
リ
レ
ー　
❶
盛
岡
南
高（
山
本
希
歩

ほ
か
）

◎
第
56
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会（
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
）【
１
月
10
～
13
日
、

田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
ほ
か
】

◆
一
般
男
子
▼
距
離
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
10

㌔　
❶
高
橋
涼（
岩
手
自
衛
隊
）▽
フ

リ
ー
10
㌔　
❷
高
橋
涼
▼
４
×
３
㌔
リ

レ
ー　
❶
岩
手
自
衛
隊（
安
保
拓
実
、高

橋
涼
ほ
か
）❸
盛
岡
農
業
高【
高
橋
永
遠

（
松
尾
中
卒
）、
齋
藤
豊（
安
代
中
卒
）ほ

か
】▼
ジ
ャ
ン
プ　
❶
柴
草
陽
祐（
平
舘

高
職
）❷
永
井
陽
一（
市
ス
キ
ー
連
盟
）

◆
一
般
女
子
▼
距
離
▽
ク
ラ
シ
カ
ル
５

㌔　
❶
山
本
希
歩
▽
フ
リ
ー
５
㌔　
❶

山
本
希
歩
▽
３
×
３
㌔
リ
レ
ー　
盛
岡

南
高（
山
本
希
歩
ほ
か
）▼
ジ
ャ
ン
プ　

❶
工
藤
稀
凜（
安
代
中
）❷
矢
部
凜
香

（
安
代
中
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｈ
Ｂ
Ｃ
杯

ジ
ャ
ン
プ
競
技
会（
１
月
11
日
、札
幌
市

宮
の
森
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

▽
男
子　
❺
小
林
陵
侑

◎
第
68
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会

（
１
月
14
～
17
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー
場

ほ
か
）

◆
男
子
▼
大
回
転
▽
成
年
Ａ　
❶
小
船

勝
巳（
荒
沢
運
送
）▽
成
年
Ｃ　
❸
鈴
木

陽
介（
安
比
高
原
Ｓ
Ｃ
）▽
成
年
Ｆ　
❶

伊
藤
浩（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）❷
田
村
幸

雄（
松
尾
ス
キ
ー
協
会
）▼
距
離（
ク
ラ

シ
カ
ル
）▽
成
年
Ａ
10
㌔　
❶
高
橋
涼

▽
成
年
Ｂ
10
㌔　
❷
安
保
拓
実
❸
八
幡

和
樹（
山
金
組
）▽
成
年
Ｈ
５
㌔　
❶
畠

山
庄
五
郎（
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
）▽
成
年

Ｉ
５
㌔　
❷
工
藤
和
吉（
安
代
ス
キ
ー

協
会
）▽
成
年
Ｊ
３
㌔　
❷
工
藤
英
雄

（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▼
ジ
ャ
ン
プ
▽
少

年　
❸
工
藤
颯
悠
▽
成
年
Ａ　
❶
柴
草

陽
祐
❷
米
田
啓
拳（
盛
岡
大
学
）❸
畑
中

優
祐（
岩
手
自
衛
隊
）▽
成
年
Ｂ　
❶
永

井
健
弘（
盛
岡
市
役
所
）❷
永
井
陽
一

（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）❸
畠
山
長
太（
安

代
ス
キ
ー
協
会
）▼
複
合
▽
少
年　
❷

工
藤
颯
悠
▽
成
年
Ａ　
❶
柴
草
陽
祐
❷

畑
中
優
祐
❸
米
田
啓
拳
▽
成
年
Ｂ　
❶

永
井
健
弘
❷
永
井
陽
一
❸
畠
山
長
太

◆
女
子
▼
大
回
転
▽
少
年　
❷
和
野
ひ

な
た
▽
成
年
Ａ　
❶
畠
山
睦
美（
専
修

大
学
）❸
山
崎
野
乃
花（
東
海
大
学
）▼

距
離（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
少
年
５
㌔　
❶

山
本
希
歩
❷
滝
沢
日
菜
▽
成
年
Ａ
５
㌔　

❶
土
屋
正
恵（
日
本
大
学
）▽
成
年
Ｂ
５

㌔　
❷
佐
々
木
麻
伊
子（
安
代
ス
キ
ー

協
会
）❸
川
又
千
佳（
安
代
ス
キ
ー
協

会
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

15



皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

新岩手農協八幡平花卉生産部会の
天皇杯受賞を記念して祝賀会を開催

（１月14日、八幡平ロイヤルホテル）

第25回東日本バイアスロン選手
権大会が開催されました（1月
24日、田山バイアスロンコース）

クリスマスソングをみんなで合唱
（12月24日、寄木・柏台学童保育クラ
ブ合同クリスマスミニコンサート）

　市消防団出初式が１月３日、安代総合支所付近で
開かれました。
　式には、市消防団員や婦人消防協力隊員ら約500人
が参加。消防車両40台と共に、威風堂々の分列行進
を披露しました。式典では、工藤十

と く

九団長が「自ら
の地域は自分で守る意識を持ち、団員全員が一丸と
なって、無火災に向けて努力してほしい」とあいさ
つ。参加者全員で防火・防災の決意を新たにし、万
歳三唱を行いました。

防火・防災に決意新た
平成28年市消防団出初式

　市交通指導隊・防犯隊の合同初点検が１月10日、
市役所多目的ホール棟で行われました。
　初点検には、両隊の隊員や関係者ら約80人が出席。
地区隊長が手帳や警笛など装備品を点検したほか、
田村正彦市長が観閲を行いました。田村市長は「今
年は国体開催があり、観光も含めて県内外から多く
の来訪者が見込まれる。市内で誰もが安全・安心に
過ごしていただくためには、両隊の役割が重要であ
り、尽力してほしい」と、隊員を激励しました。

安全安心なまち目指す
市交通指導隊・防犯隊初点検

　安代地区スノーバスターズ活動出発式が１月10
日、安代福祉センターで行われました。
　式には、ボランティアや安代中学校の生徒ら約30
人が出席。中村吉松隊長が「冬期間、地域のために、
事故やけがの無いよう協力して最後まで活動を頑
張っていきましょう」と、隊員を鼓舞しました。式終
了後、隊員たちは３班に分かれ、一人暮らしの高齢
者の家などを訪問し、あいさつをしながら、除雪作
業に励みました。

寒さに負けず活動開始
安代地区スノーバスターズ活動出発式

市博物館前から安代総合支所までを分列行進

笑顔であいさつし、除雪作業を行う安代中の生徒

手帳などの装備を点検し、活動への意欲を高める隊員
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盛岡大学付属高2年の井上七海さん
がカナダでのホームステイ体験を田
村市長に報告（1月５日、市役所）

八幡平消防署安代出張所に配備さ
れた水槽付消防ポンプ車が披露さ
れました（1月21日、市役所前）

　大更学童保育クラブが１月15日、ミズキ団子作り
を行いました。
　ミズキ団子作りは、五穀豊穣を祈る小正月の伝統
行事で、当日は同クラブの児童・幼児らと地域ボラ
ンティア、関係者ら約30人が参加。児童らは、白い
団子と赤・緑・黄色に色付けされた団子のほか、思
い思いの願い事を書いた短冊をミズキの枝に次々と
飾り付け、今年も良い１年になることを祈りながら、
行事を楽しんでいました。

願いを込めて飾り付け
大更学童保育クラブ ミズキ団子づくり

　市指定無形文化財の平笠裸参りが１月８日に行わ
れ、平笠小学校の２年から６年までの児童15人を含
む37人が、白装束に身を包み、宮田神社から八坂神
社までの約８㌔を練り歩きました。
　平笠裸参りは、江戸時代から続く伝統行事とされ、
戦時中は、主婦たちが夫や息子の武運を祈って実施。
現在は、女性の荒行として年々注目を集めています。
参加者は、１年の無病息災と沿岸地域の早期復興を
願い、一歩一歩静かに歩みを進めていました。

復興への祈り刻む行列
平笠裸参り

　岩手町・八幡平和牛女子倶楽部合同研修会が１月
22日、市内で開催されました。
　研修には、八幡平和牛女子倶

く ら ぶ

楽部（藤原純子代表）
といわてまち紅

べ こ

娘会
かい

（佐藤智恵美会長）の会員ら約30
人が参加。黒毛和種約250頭を肥育する竹田重則さん
（渋川）の牛舎を見学し、飼養管理技術などについて
見識を深めました。見学後は、八幡平ハイツで交流
会と八幡平牛試食会も行われ、女性同士の意見交換
を通し、今後の生産意欲を高めていました。

牛飼い女子が意見交換
岩手町・八幡平和牛女子倶楽部合同研修会

竹田重則さん（左から2人目）から説明を受ける参加者

それぞれの願いを込めながら歩みを進める参加者

色とりどりの団子でミズキを華やかに飾り付け
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地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1109～1112
ささえあいの輪

市地域包括支援センター ☎・内線1093
保健のひろば

　
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
、
入
浴
中
の
事
故

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
冬
は
、
暖
か
い
居
間
な
ど
か
ら
暖

房
の
な
い
脱
衣
所
や
浴
室
へ
の
移

動
、
寒
い
浴
室
で
熱
い
湯
船
へ
入
る

こ
と
な
ど
の
温
度
変
化
に
よ
っ
て
、

血
圧
の
急
激
な
上
昇
・
下
降
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
め

ま
い
や
ふ
ら
つ
き
、
意
識
障
害
な
ど

を
起
こ
し
、
溺
れ
た
り
、
転
倒
し
た

り
す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
影
響
を
受
け
や
す
い
人
は
？

　
温
度
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
や

す
い
の
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
不

整
脈
や
動
脈
硬
化
の
あ
る
人
な
ど
で

響
を
受
け
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。　

◎
安
心
・
安
全
に
入
浴
す
る
た
め
に

　
居
間
と
脱
衣
所
、
浴
室
の
温
度
差

を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
脱
衣
所

に
暖
房
器
具
を
置
く
な
ど
し
て
事
前

に
暖
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
浴
室
で

は
、
浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
湯
気
を
充

満
さ
せ
て
お
い
た
り
、
服
を
脱
ぐ
前

に
浴
室
の
床
や
壁
に
シ
ャ
ワ
ー
を
か

け
た
り
す
る
こ
と
で
室
温
が
上
が
り

ま
す
。
滑
り
に
く
い
マ
ッ
ト
や
す
の

こ
を
敷
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、い
き
な
り
湯
船
に
入
ら
ず
、

手
や
足
か
ら
か
け
湯
を
し
て
体
を
温

め
、
徐
々
に
肩
ま
で
漬
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
湯
船
か
ら
上
が
る
と

き
も
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
る
こ
と

で
、
ふ
ら
つ
き
に
よ
る
転
倒
を
防
止

で
き
ま
す
。

　
お
風
呂
は
、
身
体
を
温
め
、
筋
肉

を
ほ
ぐ
し
て
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
方

法
で
快
適
な
入
浴
が
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
方
法
を
心
掛
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

冬
の
入
浴
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

す
。
そ
の
他
に

も
、
高
齢
者
や

熱
め
の
お
風
呂

が
好
き
な
人
、

一
番
風
呂
に
入

る
こ
と
が
多
い

人
、
お
酒
を
飲

ん
だ
後
に
入
浴

す
る
こ
と
が
あ

る
人
な
ど
も
影

 障がいのある人に
 『災害対応のてびき』を配布しています

　県と県社会福祉協議会では『障がいのある方た
ちの災害対応のてびき』を作成しています。
　この『てびき』は、障がいのある人が命を守るた
めに日頃から備えておきたい事や避難所での生活
などを紹介しています。家族の皆さんと共に内容
をご確認ください。自分の情報や手助けしてもら
いたいことを伝えるための「お願いカード」も添付
されていますので、ご活用ください。
　『てびき』は、新規で身体障害者手帳を交付され
た人に配布しているほか、県社会福祉協議会の
ホームページで公開しています。障害者手帳を
持っている人で、手元にない場合は、お問い合わ
せください。
　また、『てびき』の読み上げＣＤやテープの作成
もできます。その際は、県社会福祉協議会【☎019-
637-4466（代表）】にお問い合わせください。

■おねがいカードとは…障がいのある人が災害時
や日常生活で困ったときに、周囲の人に理解や支
援を求めるために作られたカードです。提示され
た際は、積極的に支援いただくようお願いします。

　　　　（表面）　　　　　　　　（裏面）
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八
幡
平
市
に
来
て
か
ら
お
よ

そ
1
年
半
が
経
ち
、
2
度
目
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
20
人
を
超

え
る
友
人
・
知
人
が
東
京
か
ら

来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て

冬
に
友
達
を
迎
え
る
こ
と
に
。

10
代
か
ら
40
代
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
全
員
が
ス
キ
ー
を
希

望
。
ほ
ぼ
初
心
者
で
し
た
。

　
友
達
は
、
岩
手
県
が
ど
れ
だ

け
広
い
か
知
ら
ず
、
移
動
時
間

の
見
当
が
つ
か
な
い
た
め
、
予

定
が
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
要
望

が
あ
っ
た
分
刻
み（
！
）３
泊
４

日
の
旅
程
表
を
見
せ
て
、
よ
う

や
く
理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

肝
心
の
ス
キ
ー
は
と
い
う

と
、
部
活
で
走
り
込
ん
で
い
る

中
学
生
は
、
た
っ
た
２
日
間
で

こ
ん
な
に
上
手
に
な
る
の
か

と
、
こ
ち
ら
が
驚
く
ほ
ど
の
上

達
ぶ
り
。
ひ
そ
か
に
私
の
教
え

方
が
う
ま
か
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。

「
３
月
に
友
達
と
ま
た
来
た
い
」

と
話
し
て
お
り
、
ス
キ
ー
フ
ァ

ン
を
一
人
増
や
せ
た
よ
う
で
す
。

　
も
の
づ
く
り
や
職
人
技
に
興

味
が
あ
る
友
人
は
、
安
比
塗
で

絵
付
け
体
験
し
た
と
こ
ろ
、
岩

手
県
そ
の
も
の
に
良
い
印
象
を

持
っ
た
よ
う
で
す
。
自
然
と
伝

統
文
化
が
相
乗
効
果
で
土
地
の

魅
力
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
提
供
で
き
る
八
幡
平

市
は
絶
好
の
観
光
地
だ
と
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
30
代
の
女
性
は

わ
ず
か
1
時
間
で
体
力
を
使
い

果
た
し
、
リ
フ
ト
に
乗
れ
ず
じ

ま
い
…
。
や
は
り
、
ス
キ
ー
の

上
達
は
本
人
の
資
質
に
よ
る
も

の
が
大
き
く
、
指
導
の
良
し
あ

し
は
あ
ま
り
関
係
な
い
か
も
、

と
反
省
し
た
の
で
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
24
〕

今
月
の
担
当
・
渡
邊
る
み
　

初心者ながらも
２日でこの余裕

安比塗の絵付け体験

市国体サポーターズ応募者数（本大会）
【平成28年１月26日現在】

 手作りパンフレットで市をＰＲ 
　大更小学校の６年生が国体向けのパンフレット
を作成してくれました。
　パンフレットは、児童が市内の観光名所や施設
を調べ作成。児童の伊藤千

か ず き

輝君は「全国の人に、市
の良さや魅力が伝わればと思いながら作りまし

皆
さ
ん
の
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す

そばっち通信
　希望郷いわて国体市実行委員会では、ホームページ（http://
www.hachimantai-kokutai.jp/）やfacebookで情報を配信中！
　右のＱＲコードを読み取ると、直接ホームページにアクセ
スできます。

 市大会スローガン
きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
Vol.9

国体マスコットキャラクターそばっち
（八幡平市冬季ご当地バージョン）

育館で行われるスキー競技会開始式会場内に掲示
し、全国から訪れる方々へ八幡平市をＰＲします。

　　　案内所を設置します　　　
　市実行委員会では、希望郷いわて国体冬季大会
スキー競技会の開催に合わせて、ローソン安代イ
ンター店駐車場に総合案内所を設置します。
　総合案内所には、市職員とボランティアの皆さ
んが常駐し、シャトルバスの案内や、市内観光、
国体競技関連のパンフレットを配布し、国体や市
の魅力を各地の競技関係者や観光客にアピールし
ていきます。
■期間　２月17日㈬から23日㈫まで
■時間　午前９時から午後４時まで

手
作
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
く
れ
た
大
更
小

６
年
生
の
皆
さ
ん

た」と、紹介してく
れました。
　このパンフレッ
トは、国体関係者
に配布されるほ
か、２月20日㈯に
市総合運動公園体

手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

19



するため、当館の収
蔵品を用いたイメー
ジ展示も行っていま
す。作品を知らない
人でも楽しめる内容
となっていますの

トピック展開催中です

賢治・啄木と本市の関わりとは...
　市博物館では、トピック展『二人の愛した岩手
山』を開催しております。本展の見どころは、宮沢
賢治作品の幻想的な世界を影絵を使用した展示で
表現しているところや、石川啄木の歌の中でも、
本市と関連性の深い作品を多数紹介しているとこ
ろです。また、２人の作品世界を分かりやすく紹介

　市博物館では、１月7、８の両日、「“かざり羽
子板を作ろう”講座」を開催しました。
　羽子板の歴史は、古くは室町時代に始まります。
最初は貴族の遊びとして広まりましたが、時代が
経つにつれ、庶民にも流行しました。江戸時代に
は、子が生まれると、邪気をはね（羽根）のけ、幸
せで豊かな大人になれるようにと願いを込めて、
優雅で華麗な装飾を施した羽子板が贈られたとい
われています。現在は、家内安全・商売繁盛のお
守りとして飾られているところもあります。
　講座に参加した子どもたちは、羽子板の歴史や

工作講座を行いました

で、ぜひ、本展に足をお運びください。
◎ギャラリートーク（本展を解説付きで案内）
■日時　２月11日㈷、28日㈰、３月６日㈰午後１
時半から２時まで

２
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る

事
柄
を
詳
し
く
紹
介

縁起物の話などを
聞き、自分だけの
かざり羽子板作成
に取り組んでいま
した。

作
成
し
た
羽
子
板
を

手
に
喜
ぶ
児
童
ら

読書マラソンの結果発表

読書マラソン入賞者が決定しました
　昨年7月20日から12月28日にかけて行われた
「読書マラソン」の結果を発表します。
　読書マラソンは、期間中に読んだ本の冊数を競
うもので、今回の参加者は79人、総貸出冊数は
3,421冊となりました。部門別１位の人とその貸し
出し冊数は、次のとおりです。

※詳しい結果は、図書館掲示物および図書館だよ
り季刊号をご覧ください。

蔵書点検が始まります

■■■　新着図書などの紹介　■■■
書　名 著 者 名

ぼくのごはん ぼく
五郎丸日記 小松成美
頂点への道 錦織圭
坂の途中の家 角田光代
真実の10メートル手前 米澤穂信

部　門 1 位入賞者・貸し出し冊数

幼児読み聞かせの部 河野美千恵さん（安比高原）・197冊

児童低学年の部 河野圭
けいすけ

祐君（安比高原）・258冊

児童高学年の部 工藤颯
そ ら

良君（北村）・77冊

大人の部 伊藤久子さん（薬師）・101冊

　市立図書館および松尾・荒屋コミセン図書室は、
蔵書点検のため、次の日程で休館します。なお、
蔵書点検期間中は、図書の返却のみ可能です。
▶松尾コミセン図書室　２月16日㈫・17日㈬
▶荒屋コミセン図書室　２月23日㈫・24日㈬
▶市立図書館　３月１日㈫から９日㈬まで
※長期休館に伴い、２月17日㈬から29日㈪までの
期間、市立図書館の貸出冊数の上限を10冊まで増
やします（視聴覚資料・コミセン図書室を除く）。
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No.125

広報クイズ
2月４日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028-7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイ

希望郷いわて国体冬季
大会スキー競技会は、
いつから開幕？

ズ」と入力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　2月22日㈪消印有効　◎第124回の正解　「農（みのり）と輝（ひかり）の大地�～�
ともに暮らし、しあわせ感じる八幡平市～」　▶応募者16人　▶正解者11人
▶当選者　佐々木芙美子さん（西根寺田）、中軽米洋子さん（松尾寄木）、佐藤亜祐子さん（岩木向）

（12月届け出分）

◎男の子
畠山　祥

しょうり

李（伸二・千恵美／北村）

八巻　慶
よ し き

樹（翔太・百合子／野駄）

平野　功
こうりゅう

竜（勤・香葉子／中関）

髙橋　勧
か ん た

太（奨・蘭／上町）

羽澤　空
そ ら

良（隆弘・由紀子／南寄木）

梶本　凜
り お

生（希・美香／大花森）

田村　敦
あつひと

仁（大輔・智美／上野駄）

◎女の子
伊藤　凛

り の

乃（英夫・恵梨香／中平笠）

髙橋　梨
り な

那（繁晴・由美子／中沢）

田村　心
み す ず

珠（昭一・照美／北村）

小笠原　唯
ゆい

（勝宏・曜／両沼）

種市　海
み さ き

咲（篤志・恵美／駅前二区）

小細澤　凛
りん

（俊・江里香／駅前一区）

　遠藤　浩樹　　　／中関
　小野寺　美穂　　／舘沢
　遠藤　光太　　　／両沼
　伊藤　美里　　　／北村
　工藤　拓人　　　／北村
　佐藤　ゆう子　　／紫波町

　能登　鉄平　　　／下町三区
　髙橋　望　　　　／南平笠
　吉田　晃　　　　／南平笠
　佐々木　由佳利　／矢巾町

髙橋　テツ　　　97歳　野駄
佐藤　留五郎　　84歳　折壁
畠山　サイ子　　78歳　岡村
川又　チヨ　　　84歳　新興矢神
遠藤　クマ　　　99歳　若谷地
髙橋　繁美　　　78歳　南寄木
木村　マツエ　　91歳　荒屋新町
藤森　マツ　　　98歳　新町中央
遠藤　與一郎　　72歳　帷子
川又　誠　　　　82歳　新興矢神
滝川　源次郎　　79歳　寺田新田
工　　フヂヱ　　90歳　北村
齋藤　ハツエ　　77歳　浅沢第１
四日市　　子　　83歳　大久保
杉本　光則　　　53歳　兄川
関本　ハマ　　　90歳　兄畑
吉田　タヨ　　　76歳　中平笠
山口　ミサヲ　　80歳　上野駄

髙橋　雄藏　　　74歳　中平笠
髙橋　恒代　　　92歳　小福田
髙橋　ミワ　　　93歳　上平笠
渡辺　信正　　　88歳　中関
吉田　幸也　　　51歳　寄木新田
伊藤　アサ　　　86歳　小福田
髙橋　ハルエ　　83歳　中平笠
髙村　辰藏　　　87歳　荒屋新町
伊藤　國太郎　　76歳　下平笠
伊藤　待夫　　　82歳　五日市４区
田村　末太郎　　85歳　山後
齋藤　富榮　　　93歳　浅沢第１
髙橋　キヱ　　　94歳　南平笠
伊　　和雄　　　60歳　高宮
吉田　キクエ　　95歳　下平笠
田村　七五三　　89歳　山後
畠山　精一　　　79歳　細野
工藤　三太郎　　89歳　高宮
畑　サタ　　　　92歳　柏台二丁目
畠山　カツ子　　86歳　荒木田
畠山　キヌ子　　66歳　両沼
松村　キミ　　　74歳　松川
村上　慶一　　　77歳　荒屋新町

お 幸 せ に

健 や か に

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

項　　目 12月 1月からの累計
人身事故 3（４） 49（39）
物損事故 65（77） 490（526）
負 傷 者 ４（４） 56（57）
死 者 1（0） ４（1）
飲酒運転 0（0） ４（６）
火 災 0（２） ６（14）
救 急 98（117） 1240（1212）

■人口の動き【12月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,439（－10） 6,284（－ 8）
松尾地区 5,988（－ 6） 2,343（＋２）
安代地区 4,753（－18） 1,872（－ 2）
合　　計 27,180（－34） 10,499（－ 8）
男　　性 13,080（－19）
女　　性 14,100（－15）

出生 17 死亡 41
転入 34 転出 44

（
安らかに

（
（
（

（
※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
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放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。
　12月17日・22日測定で、放射性
物質は検出されませんでした。内
容は、市ホームページで公開して
います。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

放課後等デイサービスの 
支援員を募集しています

　NＰO法人ワーカーズコープ八
幡平地域福祉事業所では、４月１
日から市内に開所される放課後等
デイサービスの支援員を募集して
います。採用前に研修があります。
■勤務時間　正午から午後６時ま
で、週３日～５日
■給与　時給750～850円
　詳しくは、同法人放課後等デイ
サービスおおぞら（☎019-681-
3337）吉田まで。

確定申告に関する 
無料の税務相談会

　東北税理士会盛岡支部では、税
理士による確定申告期の無料税務
相談会を開催しています。相談に
は事前予約が必要です。
■期間　３月11日㈮まで　※平日
のみ
■時間　午後１時半から３時まで
■場所　県税理士会館（盛岡市大
沢川原3-7-3）
　予約など詳しくは、同支部（☎
019-622-5160）まで。

高血圧気になる人は 
受講してみませんか

　介護老人保健施設岩鷲苑では、
市民を対象に介護教室を開催しま
す。受講は無料です。
■日時　２月26日㈮午後１時半か
ら２時半まで
■演題　高血圧が気になる人の食事
　申し込みなど詳しくは、同施設
（☎76－5611）まで。

難聴や耳鳴りの悩み 
専門医に相談しよう

　日本耳鼻咽喉科学会県地方部会
では、耳の日（毎年３月３日）無料
相談会を行います。
■日時　２月28日㈰午前10時から
午後１時まで　※予約不要
■場所　大通会館リリオ（盛岡市
大通1-11-8）
■内容　難聴、耳鳴りや補聴器に
関する診察・検査と医療相談
　詳しくは、岩手医科大学付属病
院耳鼻咽喉科（☎019-651-5111、
内線6804）嶋本まで。

学校給食物資納入者の 
登録申請を受け付け中

　市では、28年度の学校給食用物
資納入者の登録申請を受け付けて
います。
■主な納入品目　野菜、精肉、調
理加工食品
■申請期限　２月26日㈮
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）または安代地
区学校給食センター（☎72-2557）
まで。
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冬期間も献血に 
ご協力ください

　県・日本赤十字社では、２月29
日㈪まで「はたちの献血」キャン
ペーンを実施しています。本キャ
ンペーンでは、献血者が減少しが
ちな冬期において、安全な血液製
剤を安定的に確保するため、新た
に成人となる「はたち」の若者を中
心として、幅広い年代の人々に献
血への理解と協力を求めています。
　献血の日程については、広報は
ちまんたいお知らせ版暮らしのカ
レンダーや市ホームページでお知
らせしています。献血へのご協力
をよろしくお願いします。
　詳しくは、市役所健康福祉課健
康推進係（☎・内線1086）まで。

雪下ろし作業は無理せず 
安全を心掛け事故防ごう

　市内で、屋根の雪下ろし作業中
の事故が多く発生しています。作
業中の事故を防ぐため、次のこと
に気を付けましょう。
▶作業は２人以上で行う（やむを
得ず１人の場合は、家族や隣近所
に声を掛けましょう）。
▶命綱とヘルメットは必ず付ける。
▶はしごはしっかりと固定し、昇
降時の動作は特に注意する。
▶晴れの日ほど屋根の雪が緩んで
いるので、注意する。
▶開始直後と疲れたときは、特に
慎重に作業を行い、無理をしない。
▶雪下ろしは、建物の周りに雪を
残す（もし、転落しても雪がクッ
ションの役割を果たします）。
　詳しくは、市役所総務課消防防
災係（☎・内線1236）まで。

県政に関心をお持ちの人 
モニターになりませんか

　県では、県の施策についてのア
ンケートに回答する希望郷いわて
モニターを募集しています。
■応募資格　県内在住で、４月１
日時点で満20歳以上の人　※公務
員・議会議員を除く
■募集人数　200人
■任期　４月１日㈮から平成30年
３月31日㈯までの２年間
■謝礼　年に１回、記念品を贈呈
■応募方法　❶郵便番号・住所❷
氏名（ふりがな）❸性別❹生年月日
❺電話番号❻職業❼希望する通知
方法（郵送・Eメール・両方）❽希
望する回答方法（郵送・インター
ネットのいずれか）❾Eメールア
ドレス（Eメールでの通知希望者
のみ）❿各種モニター経験有無（名
称・年度）を明記の上、はがき
（〒020-8570県庁広聴広報課「希望
郷いわてモニター」募集係宛て）、
ファクス（019-651-4865）、メール
（koucho@pref.iwate.jp）で応募
ください。
■応募期限　２月29日㈪
　詳しくは、県庁広聴広報課（☎
019-629-5281）まで。

農業担い手指導員など 
非常勤の職員を募集中

　市農業振興支援センターでは、
非常勤職員を募集中です。
■募集職種　▷農業担い手指導
員（認定農業者の育成など）▷地
域連携推進員（地域農業マスター
プラン実践支援など）
■応募資格　普通自動車運転免
許、パソコン（エクセル・ワード）
を使える人
■雇用期間　４月１日㈮から29年
３月31日㈮まで
■報酬　月額168,700円　※該当
者は、通勤手当の支給があります。
■応募方法　市役所農政課と西
根・安代両総合支所に備え付けの
応募書類に必要事項を記入し、農
政課に持参または郵送で提出して
ください。
■申込期限　２月25日㈭必着
　詳しくは、市役所農政課農業振
興支援センター係（☎・内線1340、
1341）まで。

こころの健康相談 
気軽に申し込みを

　自分や家族の心の悩み、ひきこ
もり、認知症などについて、専門
医による相談会を行います（相談
には事前の予約が必要です）。
■日時　３月14日㈪午後２時から
４時まで
■場所　西根地区市民センター
■申込期限　３月３日㈭
　詳しくは、市役所健康福祉課健
康推進係（☎・内線1084）まで。

ご当地スイーツ 
アピオに大集合

　盛岡・八幡平元気まるごと発信
事業実行委員会では、いわてS－
１スイーツフェア2016を開催します。
■日時　２月20日㈯・21日㈰午前
10時から午後４時まで
■場所　岩手産業文化センターア
ピオ（滝沢市砂込389-20）
■内容　ご当地スイーツ・グルメ
の販売、ステージイベントなど
　詳しくは、同実行委員会事務局
（☎019-629-6512）まで。

思春期の体の変化を 
母娘で一緒に学ぼう

　ハッピーバース研究会では、女
の子の体の変化などについて、助
産師が説明を行う「助産師さんの
母
おや

＆娘
こ

ハッピーサロン」を開催し
ます。事前に申し込みが必要です。
■日時　３月５日㈯午後１時半か
ら３時半まで
■対象　小学４年生から６年生ま
での女児とその母親
■募集組数　15組程度
■場所　いわて県民情報交流セン
ターアイーナ7階
■参加費　１組1,000円
■応募方法　参加者の氏名・年齢
（女児は学年も記載）・電話番号を
明記し、メール（noguchi@iwate-
pu.ac.jp）またはファクス（019-694-
2281）で申し込みください。
■応募期限　２月29日㈪
　詳しくは、同研究会（☎090-
4045-8954）多田まで。
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　寺田・平舘・東大更・平笠４学童保育クラ
ブの児童約60人が、１月８日、正月行事を体
験しました。
　児童たちは、雪国の伝統行事で今年の豊作
を願う雪中田植えや臼ときねを使った餅つき
や福笑い、めんこ遊びを体験。児童のほとん
どが初体験といい、同クラブのスタッフや地
域住民から手ほどきを受けながら、寒さを忘
れるほど夢中になって楽しみました。
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き
た
い

今月の表紙 掛け声合わせ  ぺったんこ▪
編
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後
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ス
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材
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冬
な
ら
で
は
の
イ
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ト
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足
を
運
ぶ
と
、
や
は
り
寒
さ
が
身
に
し
み

ま
す
。
自
分
で
は
防
寒
対
策
バッ
チ
リ
の

つ
も
り
が
、
取
材
先
で
周
囲
の
人
に「
こ

れ
で
は
足
り
な
い
」と
言
わ
れ
、そ
の
場
で

着
用
す
る
も
の
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
。

ご
心
配
を
お
掛
け
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、申
し
訳
な
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と
思
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つ
も
皆
さ
ま
の
温
か
さ
に
甘
え
さ
せ

て
も
ら
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い
ま
す
。▽
し
か
し
な
が
ら
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の
頃
、
０
度
と
い
う
表
示
を
見
る
と
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今
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は
暖
か
い
ほ
う
だ
な
と
思
え
る
自
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は
立
派
な
東
北
人
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積もった雪に稲わらを
差していく子どもたち

　
平
成
27
年
度
全
国
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良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表
会

　
最
優
秀
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）を
受
賞

遠
藤 

勝
哉 
さ
ん

エ
ン
ド
ウ
・
カ
ツ
ヤ　
38
歳

　昭和52年生まれ。平成22年に養豚
業を営む㈲コマクサファームの社長
に就任。中央畜産会主催の全国優良
畜産経営管理技術発表会（27年11月
12日開催）で、同社の「マルチサイト
システム」が最優秀賞（農林水産大臣
賞）を受賞。Ａ型のおうし座

　
「
賞
を
目
指
し
て
経
営
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
実

感
は
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
」と
、

笑
顔
を
浮
か
べ
る
の
は
、
全
国

優
良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表

会
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

㈲
コ
マ
ク
サ
フ
ァ
ー
ム
の
遠
藤

勝
哉
社
長
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
同
社
が
取

り
組
む「
マ
ル
チ
サ
イ
ト
シ
ス

テ
ム
」。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、豚

の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
農
場
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
飼

育
の
効
率
化
、
疫
病
リ
ス
ク
の

低
減
を
図
る
も
の
で
す
。
遠
藤

さ
ん
は「
北
米
で
は
一
般
的
な

経
営
方
法
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
留
学
し
て
い
た
経
験
を
生
か

し
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
生
産
と
経
営
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
数
字
で
管
理

も
し
て
い
ま
す
」と
、自
社
の
経

営
に
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
市
内
農
家
へ
の

豚
ふ
ん
堆
肥
の
無
償
提
供
、
地

域
農
家
か
ら
の
飼
料
米
購
入
な

ど
資
源
循
環
型
農
業
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、「
環
境
に
配
慮

し
、
地
域
振
興
を
進
め
な
が
ら

地
元
の
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
、地
元
へ

の
貢
献
を
誓
い
ま
す
。

　
自
身
も
ス
キ
ー
選
手
と
し
て

大
会
に
出
場
す
る
遠
藤
さ
ん
は

「
国
体
は
八
幡
平
市
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
。
関
係

機
関
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
」と
、希
望
郷
い
わ
て
国
体
へ

の
意
欲
も
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

県民体育大会ジャイアント
スラローム競技に挑む遠藤
さん（1月15日）


